
根木内城跡（松戸市） 築城年代：寛正3年（1462年） 、築城者：高城胤忠

　 ねぎうちじょうあと
正面の木々のエリアが根木内城跡/国道6号線（右下から左上に続く道路）と旧水戸街道の交差点「根木内」から東方向に見た
ところ/ここが公園化され、遺構が残っている/しかし、本来の城域はこの左手（北側）に主郭部が展開していたのだが、国道6号
線により分断されて、すっかり宅地化され消滅してしまっている



　　　　　これは「根木内歴史公園」として整備されている部分の根木内城跡を南側から見たところ



　左手を見たところ



　右手を見たところ



　さて、根木内歴史公園城址口へと進もう/坂を上ると大手口と思わしき虎口がある



説明板も立っている





　根木内城は、小金城が築城されるまで高城氏の本拠地として機能した城と云う



根木内城跡は南から北に延びる舌状台地に築かれ、東西を挟んでいる富士川の支流を天然の要害と
していた/南端台地は空堀によって遮断（土橋の位置）しており、台地の北端に主郭が置かれた/主郭は
四方に土塁を配置し、北・東・南に虎口を構えていた/特に川のない南方に向けては厳重な構えだった

左下に行人台城跡とあるが、根木内城跡の西に置かれていた出城跡/右下に東漸寺旧地とあるのは
小金城への移転とともに現在地へと移転した東漸寺が創建されたとされる根木内城跡の南東のエリア



　　　　中央から左手（北側）の主郭部が、宅地化で全て消滅してしまっている



　　　　さて、ここが南端台地への侵入を遮断している空堀に架かる土橋/前方が南端台地への虎口



　　　右手に立つ根木内城跡の標柱



説明板/食い違い虎口になっていたと云う



　　　これが土橋/両サイドには大きな空堀が横切っている



　南端台地にある郭跡へと虎口を進もう



　　　　　右手の土塁を見たところ



　　　その右手を見ると大きな空堀



　　　　　　こちらは左手の土塁



　　　　　　その更に左手の空堀



　　　　正面が南端台地にある郭跡



　郭跡から振り返って土橋を見たところ



　　ここが郭跡/芝生広場となっている



別の角度から （クリックしてビデオを見る）

　

https://www.youtube.com/watch?v=Wc0qIvWs1X0


　　　　さて、これは改めて郭跡から土橋方向を見たところ



　　　　　そこで右手を見たところ



　　　　　同じく左手を見たところ



　　　　　左手の土塁を見たところ/説明板が立っている





　　　　　土塁に登ってみたところ



　土塁上から南側の空堀を見下ろしたところ/かなりの深さだ



　　　　　　それではここから左手の空堀に下りてみよう



　これが先程土塁上から見下ろした空堀



　　空堀底を進む



　　　　振り返って土橋方向を見たところ/説明板がある



　　　　北条氏の得意とする障子堀や畝堀といった築城技術が見られると云う



正面中央に土橋をアップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://www.youtube.com/watch?v=IOoiTKttHPI


更に空堀底を進む



もう一度振り返って土橋方向を見たところ



　　そこで右手を見たところ/切岸が続いている （クリックしてビデオを見る）

https://www.youtube.com/watch?v=NQXKnmlU7Vs


　　空堀底の先は湿地に続いている



　　　湿地の手前から振り返って切岸を見たところ/切岸の上部は先程の郭跡



　　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　　同じく右手を見たところ



　　その更に右手は湿地となっている



　　　かっては川だった湿地越しに根木内城跡を見たところ



　これは北側から湿地沿いに見たところ



　　　　右手を見ると公園になっている郭（右手）とその北側の主郭部（左手）との間にある空堀がある



　その左手の切岸を見たところ/こちらの上部が先程の郭跡



　　　　　深く切れ込んだ薬研堀とされる空堀を進もう



　　　　左手の切岸を見たところ/この上部が先程の郭跡



　　　右手の土塁を見たところ/この上部が北側の主郭部



　　　　振り返って湿地方向を見たところ/説明板がある





　　　　空堀底を登り切った所/前方にも僅かな窪みがある



　　　　これがその窪み/空堀が埋まってしまったようだ



　　　左手には先程の郭跡が見える



振り返って登って来た空堀底を見たところ/左手が土塁でその上部が北側の主郭部



　　　　　その土塁に登ってみる



ここが北側の主郭部/しかし前方のフェンス下には国道6号線が走っており、その先の遺構は消滅している



　このエリアが僅かに残った北側の主郭部ということのようだ/本来ならこの先にはまだ台地が続いていた



　さて、ここは南東側にある公園の入り口/正面が上富士川に架かる根木内城址橋



　　改修により護岸された上富士川/現在は小規模になっているが、当時は湿地帯の部分も川であり、天然の要害であった



　　　　　　北東側から上富士川及び湿地帯越しに根木内城跡を見たところ



　　さて、ここは城域（根木内歴史公園城址口）の南側にあったとされる「障子堀」跡の辺りを見たところ



　　別の角度から/遺構は残っていない



ここは最初の国道6号線と旧水戸街道の交差点/国道6号線で分断された右手が根木内歴史公園で、左手の宅地周辺には
北側の主郭部が存在したが、現在では見る影もなくなってしまっている



これはそこで振り返って行人台城跡方向を見たところ/行人台城は、当時、川を挟んで根木内城の西側に位置していた出城
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